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医療的ケアが必要な子どもらが利用できる「博愛こども発達・在宅支援

クリニック」のデイサービス。利用中は、子どもとスタッフとで過ごす
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味
とっておき！

［作り方］
❶スイカの皮を除き、一口サイズに切り分け、果肉と種をミキサーにかける。
❷❶を布でこし、鍋に入れて火にかける。沸騰したらあくを取り除いて弱火に

し、時々混ぜながら２、３時間煮詰める。
❸❷を混ぜたときに鍋底が見えるようになり、とろりとしてきたら出来上がり。煮

沸消毒した瓶に注ぎ入れ、密閉して冷蔵保存する。
※冷めると少し硬くなるので、好みの濃さの一歩手前で火を止めるのがポイント。

［材料］
スイカ ………………小さめのもの１個

スイカの甘み　ぎゅっと濃縮

スイカ糖
ジャムのように
ヨーグルトやトーストに添えて。

４月号から農作物をおいしく食べてもらえるレシピを掲載中。

Recipe 【協力】 カノウユミコ鳥取クッキングサロン
　　　  http://yumiko-kano.com/
　　

大さじ１（約２０g）　４９kcal　塩分0.0ｇ素材について
　豊かな土壌で育ち、大玉で甘
みたっぷりの県産スイカ。北栄
町、倉吉市、琴浦
町など県内で
広く栽培され、
全国トップク
ラスの出荷量
を誇ります。

オープンキャンパス
令和2年（2020年） 4月入学者対象

/307

/317

※詳細はホームページへ

〒680-8066 鳥取市国府町新通り3丁目301-2
TEL 0857-30-5541

●授業体験　●校舎見学　●在校生トークセッション

http://seishokaichi.jp
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 青翔開智

小学校6年生
中学校1～3年生

要予約

公式HP
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象
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地
域
で
暮
ら
す
難
病
の
子
ら
支
え
る

■外来・入院診療、訪問診療（要予約）

博愛こども発達・在宅支援クリニックのデイサービス室で友だちに
風船を渡そうとする髙野葉月ちゃん（中央）。利用初日の様子

クリニック院長の玉崎章子さん

バランスボールを使って
体の硬直を和らげる

医療と福祉、
教育とロボがコラボ

　

 

支
援
が
必
要
な
子
や
家
族
の
現
状

　
県
内
に
は
、地
域
で
生
活
す
る
難
病

の
子
ど
も
が
約
５
０
０
人
、う
ち
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は
約

１
５
０
人
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
と
は
、た
ん
の
吸
引（※

１
）や
経
管
栄
養（※

２
）な
ど
の
医
療

的
な
生
活
援
助
行
為
で
、医
師
の
指
導

の
下
、家
族
が
行
い
ま
す
。医
療
の
進
歩

に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
ケ
ア
を
必
要
と
し

な
が
ら
在
宅
で
生
活
す
る
子
は
今
後
増

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
家
族
や
同
年
代
の
友
だ
ち

と
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
は
喜
ば
し
い
反

面
、ケ
ア
を
怠
る
と
命
に
関
わ
る
た
め
、

家
族
は
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
を
求
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ

う
し
た
子
ど
も
を
日
中
預
け
る
所
は
少

な
く
、訪
問
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の

専
門
職
も
子
ど
も
の
支
援
に
は
慣
れ
て

い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、付
き
添
い
や
看

護
の
依
頼
に
応
え
る
の
は
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。当
事
者
の
抱
え
る
課
題
は
、

難
病
や
重
い
障
が
い
な
ど
困
難
の
状
態

や
程
度
で
異
な
り
、ま
た
、そ
れ
ら
が
複

数
重
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

在
宅
支
援
の
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、２
０
１
９

（
平
成
31
）年
４
月
、県
と
日
本
財
団
が

共
同
で
進
め
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る「
博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
」が
米
子
市
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、医
師
、

看
護
師
、理
学
療
法
士
、社
会
福
祉

士
、保
育
士
な
ど
10
人
が
勤
務
。院
長

の
玉
崎
章
子
さ
ん
は
、多
職
種
体
制
の

利
点
を「
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
支
援
が
で
き
る
ほ
か
、ス
タ
ッ
フ
も

知
識
や
技
術
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
」と
話
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、発
達
障
が
い
や
感
染
症
、

て
ん
か
ん
な
ど
の
外
来
診
療
や
通
院
が

困
難
な
子
の
訪
問
診
療
、肢
体
不
自
由

児
や
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ら
が
日

中
や
放
課
後
を
過
ご
す
た
め
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。ま
た
、今
秋
に
は
１

泊
以
上
の
短
期
入
所
も
開
始
。こ
う
し

た
サ
ー
ビ
ス
は
、家
族
の
休
息
だ
け
で

な
く
、子
ど
も
が
自
立
し
て
い
く
た
め

の
発
達
支
援
が
目
的
。さ
ら
に
、支
援

者
と
な
る
人
材
の
育
成
も
、鳥
取
大
学

医
学
部
附
属
病
院
小
児
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー（
米
子
市
）と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

 

家
族
や
本
人
の
安
心
を
大
事
に

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
４
歳
の

髙
野
葉
月
ち
ゃ
ん
は
、小
腸
か
ら
十
分

に
栄
養
が
吸
収
で
き
な
い
短
腸
症
候
群

の
た
め
、胃
ろ
う
や
点
滴
か
ら
も
水
分

や
栄
養
を
取
って
い
ま
す
。16（
同
28
）年

に
葉
月
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
、入
院
生
活
を
共
に
し
て
い
た
母
の

希
美
さ
ん
は「
ど
こ
に
も
行
か
ず
、仕
事

も
で
き
な
い
。息
が
詰
ま
っ
た
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。19（
同
31
）年
１

月
、在
宅
医
療
に
切
り
替
え
。「
医
療
的

ケ
ア
が
あ
って
母
子
分
離
保
育
で
き
る
の

は
こ
こ
だ
け
。サ
ー
ビ
ス
利
用
中
は
気
持

ち
が
解
放
さ
れ
、あ
り
が
た
い
」と
話
し

ま
す
。

　
一
方
、こ
の
ク
リ
ニッ
ク
が
訪
問
診
療

を
行
う
こ
と
も
院
長
を
引
き
受
け
た
理

由
の 

一 

つ
と
言
う
玉
崎
さ
ん
。「
訪
問
診

療
時
は
、『
ホ
ー
ム
』に
い
る
安
心
感
か

ら
外
来
時
と
は
違
っ
た
姿
が
見
ら
れ

る
。真
の
在
宅
支
援
の
た
め
に
は
、自
宅

で
過
ご
す
子
ど
も
の
表
情
を
知
っ
て
お

か
な
い
と
」と
訪
問
診
療
の
意
義
に
力

を
込
め
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、ク
リ
ニ
ッ
ク
に

お
問
い
合
わ
せ
を
。見
学
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

暮らし日本一　鳥取県

　 米子市両三柳
☎0859-29-8010      0859-29-8020
http://www.hakuai-hp.jp/kodomo/

所
F

月 火 水 木 金 土
外来（午前９時～正午）
訪問（午後２時～４時） 休 休
外来(午後4時～5時30分) 休 休

日
休
休
休

　　　　：土曜日は午前９時～午後１時
　休診 ：水曜日・土曜日の午後、日曜日、祝日、年末年始
■障がい児通所事業
　○医療型児童発達支援・児童発達支援／平日午前9時～午後5時
　○放課後等デイサービス／平日午後１時～５時
※このほか、訪問リハビリや医療型短期入所を実施。

博愛こども発達・在宅支援クリニック
医療法人同愛会

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

ケアを支援する専門人材育成も実施（写真提供＝玉崎さん）

2019.73 2019.7 2
（※１）気道に唾液やたんがたまらないよう、チューブを使って吸引する。
（※２）鼻から胃まで、またはおなかに開けた穴（胃ろう）にチューブを通して栄養摂取を行う。
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は
、ク
リ
ニ
ッ
ク
に

お
問
い
合
わ
せ
を
。見
学
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

暮らし日本一　鳥取県

　 米子市両三柳
☎0859-29-8010      0859-29-8020
http://www.hakuai-hp.jp/kodomo/

所
F

月 火 水 木 金 土
外来（午前９時～正午）
訪問（午後２時～４時） 休 休
外来(午後4時～5時30分) 休 休

日
休
休
休

　　　　：土曜日は午前９時～午後１時
　休診 ：水曜日・土曜日の午後、日曜日、祝日、年末年始
■障がい児通所事業
　○医療型児童発達支援・児童発達支援／平日午前9時～午後5時
　○放課後等デイサービス／平日午後１時～５時
※このほか、訪問リハビリや医療型短期入所を実施。

博愛こども発達・在宅支援クリニック
医療法人同愛会

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

　重い障がいや日常的に医療的ケア
を必要としているなど難病の子どもと
その家族は、地域で生活する上でさま
ざまな困難を抱えています。県は日本
財団との共同事業で、医療・福祉の多
機能型施設を整備し、また、自宅や病
室にいながら学習に参加できる機器
を導入。取り組みを広げ、子どもたち
と家族の地域生活を支援します。

ケアを支援する専門人材育成も実施（写真提供＝玉崎さん）

2019.73 2019.7 2
（※１）気道に唾液やたんがたまらないよう、チューブを使って吸引する。
（※２）鼻から胃まで、またはおなかに開けた穴（胃ろう）にチューブを通して栄養摂取を行う。
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分
身
ロ
ボ
で
病
児
の
学
習
支
え
る

　
県
は
、病
院
や
自
宅
で
療
養
し
て
い

る
病
気
療
養
児
が
学
校
の
授
業
や
行

事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、分
身
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｏｒ
ｉ
Ｈ
ｉｍｅ（
オ
リ
ヒ
メ
）＝
下
写

真
＝
」を
導
入
し
ま
し
た
。教
育
現
場
へ

の
導
入
は
鳥
取
県
が
全
国
初
で
す
。

　
こ
れ
も
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る
日
本
財
団
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
。２
０
１
７（
平
成
29
）年

度
か
ら
２
年
間
、県
立
鳥
取
養
護
学

校
、同
皆
生
養
護
学
校
、米
子
市
立
就

将
小
学
校
に
試
験
的
に
１
台
ず
つ
導

入
。ス
ム
ー
ズ
な
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

と
い
う
結
果
が
今
年
３
月
、県
・
医
師
・

研
究
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
検
証
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
を
上
げ
た
り
、首
を
振
っ
た
り
す

る
な
ど
の
オ
リ
ヒ
メ
の
動
作
は
、教
室
の

子
ど
も
た
ち
に
受
け
入
れ
や
す
く
、本

人
の
分
身
と
し
て
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
。一
方
、操
作
す
る
方
も
病
室
や
自
宅

の
様
子
、療
養
中
の
姿
が
相
手
側
に
映

ら
な
い
た
め
、気
を
遣
う
こ
と
な
く
使

用
で
き
ま
す
。

　
実
証
事
業
に
関
わ
っ
た
、難
病
の
子

ど
も
の
支
援
団
体「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
兼・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
）の
今
川
由
紀
子

さ
ん
は「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
友
だ
ち
を
感

じ
る
こ
と
は
、療
養
生
活
を
送
る
子
を

治
療
に
前
向
き
に
さ
せ
る
。中
に
は『
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
人
に
な
り
た
い
』と
将
来

を
語
る
子
も
」と
話
し
ま
す
。

　

 

先
進
例
広
げ
生
活
の
安
心
つ
く
る

　
病
室
や
自
宅
か
ら
の
授
業
参
加
を

可
能
に
し
、学
習
や
学
校
復
帰
の
支
援

を
担
う
オ
リ
ヒ
メ
。こ
れ
ま
で
実
証
実

験
を
行
っ
た
３
校
に
８
台
が
配
備
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
他
校
の
子
ど
も
へ
の
貸
し

出
し
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
手
続
き

は
４
頁
を
参
照
）

　
ま
た
、博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療
と
福
祉
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
提
供
と
同
時
に
、人
材
育
成

に
よ
っ
て
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
、県

内
初
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
広
が
り
が
や

が
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

　
皆
生
養
護
学
校
５
年
生
の
加
藤
愛
美

さ
ん
は
重
い
心
臓
病
が
あ
り
、感
染
症

を
避
け
る
た
め
、週
に
数
回
、通
学
し
て

授
業
を
受
け
る
ほ
か
、教
員
が
自
宅
を

訪
ね
て
授
業
を
す
る
訪
問
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。登
校
し
た
日
に
は
、「
行
け
て

良
か
っ
た
ね
。あ
り
が
と
う
」と
母
に
伝

え
る
愛
美
さ
ん
。学
校
で
の
授
業
は
、た

と
え
数
時
間
で
も
う
れ
し
く
、長
期
の
休

み
は
気
持
ち
に
張
り
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
。

オリヒメとは
　オリィ研究所（東京都）が開発したカメラ・マイ
ク・スピーカー搭載の上半身人型ロボット。タブ
レット端末で操作し、離れた場所で、周囲を見渡
したり、操作する人の声を届けたりすることがで
きます。
　体を動かすことが困難な人や呼吸器を付け
ているため話すことができない人には、視線入
力装置搭載のオリヒメアイが使いやすいです。

利用希望者には貸し出します
　一定期間入院や自宅療養する公立学校の児童
生徒に必要に応じてオリヒメを貸し出します。希
望する場合は、在籍する学校に申し出てくださ
い。利用の決定は、学校を通じてお知らせします。
　オリヒメは、コラボレーション・コンサルティン
グ合同会社が学校に届け、使い方も同社が指導
します。詳細はお問い合わせください。

　２０１６（平成28）年に開設された「小児在宅支
援センター」に関わったことがきっかけで、病気
や障がいのある子を社会へつなぐ活動を開始し
ました。日本財団に相談したところ、オリヒメを
紹介され、実証実験に関わることに。学校の先生
と共に悩んだ活用方法は、今や校内のみなら
ず、遠足や社会科研修などにも。

　校外にオリヒメを連れて行くことで、自宅や病
室でオリヒメを操作する子も、友だちと同じ時に
同じものを見ることができます。さらに、将棋や
トランプでの対戦も。教室の子どもと対戦する
オリヒメは、まさに操作する子の分身でした。
　また、気管切開により会話ができなくなった
子にオリヒメアイ（左欄参照）を使ってもらったと
きのこと。オリヒメを介して、わが子と会話がで
きたと心から喜ばれました。
　誰にでも対応可能とまではいかなくとも、オリ
ヒメは使う人に合わせてコミュニケーションを当
たり前にする方法の一つです。

県教育委員会事務局特別支援教育課
☎0857-26-7575　　0857-26-8101

問
F

県
庁
子
ど
も
発
達
支
援
課

　（
障
が
い
児
等
の
地
域
生
活
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
８
６
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
３
６

県
教
育
委
員
会
事
務
局
特
別
支
援
教
育
課

　（
遠
隔
学
習
支
援
関
係
）

☎
０
８
５
７・２
６・７
５
７
５

　
０
８
５
７・２
６・８
１
０
１

問
FF

　
オ
リ
ヒ
メ
を
通
じ
た
遠
隔
学
習
は
、

２
０
１
７（
平
成
29
）年
11
月
か
ら
。生
活

経
験
を
中
心
と
し
た
学
習
の
ほ
か
、６
年

生
を
送
る
会
や
始
業
式
の
時
な
ど
に
活

用
し
ま
し
た
。

　「
家
の
中
の
様
子
が
相
手
側
に
映
ら
な

い
の
で
、気
軽
に
使
用
で
き
る
の
が
利
点

の
一
つ
」と
話
す
の
は
愛
美
さ
ん
の
お
母

さ
ん
。愛
美
さ
ん
も
初
め
は
、端
末
の

操
作
と
オ
リ
ヒ
メ
の
実
際
の
動
き
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
も
の
の
、オ
リ
ヒ

メ
を
介
し
て
教
室
の
友
だ
ち
に
話
し
掛

け
ら
れ
、音
楽
学
習
で
は
友
だ
ち
と
共
に

楽
し
む
様
子
も
。６
年
生
を
送
る
会
に

向
け
て
は
、当
日
ま
で
歌
を
懸
命
に
練
習

し
ま
し
た
。会
に
は
、オ
リ
ヒ
メ
を
使
い
、

在
校
生
の
一
人
と
し
て
参
加
。練
習
を
重

ね
た
歌
で
、み
ん
な
と
一
緒
に
６
年
生
を

送
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
家
族
だ
け
と
過
ご
す
愛
美
さ

ん
に
、一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
さ
せ
た

い
と
願
う
お
母
さ
ん
。「
会
の
当
日
だ
け

で
な
く
準
備
の
段
階
か
ら
自
分
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、そ
の
体
験
が
自
分
の
も

の
に
な
っ
た
」と
娘
の
成
長
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ヒ
メ
を「
ヒ
メ
」と
呼
び
、県
内

外
に
発
信
し
て
い
る
今
川
さ
ん（
左
）

と
石
原
さ
ん（
右
）

手を上げる、拍手をするな
ど頭や腕を動かして意思表
示も。上写真は「うーん」と
悩むオリヒメ

同
時
の
体
験
が
成
長
促
す

学
校
で
初
め
て
オ
リ
ヒ
メ
を
体
験
し
た
と
き
の

加
藤
愛
美
さ
ん（
手
前
）（
写
真
提
供
＝
皆
生
養

護
学
校
）

手を挙げたり、
うなずいたり

映像と音声

遠隔操作

教室 病室や
自宅タブレット

端末

分身ロボットによる学習支援のイメージ

コラボレーション・コンサルティング合同会社
代表社員　石原睦巳さん、今川由紀子さん

か 

と
う
こ
と 

み
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で
病
児
の
学
習
支
え
る

　
県
は
、病
院
や
自
宅
で
療
養
し
て
い

る
病
気
療
養
児
が
学
校
の
授
業
や
行

事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、分
身
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｏｒ
ｉ
Ｈ
ｉｍｅ（
オ
リ
ヒ
メ
）＝
下
写

真
＝
」を
導
入
し
ま
し
た
。教
育
現
場
へ

の
導
入
は
鳥
取
県
が
全
国
初
で
す
。

　
こ
れ
も
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
を

支
え
る
日
本
財
団
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
。２
０
１
７（
平
成
29
）年

度
か
ら
２
年
間
、県
立
鳥
取
養
護
学

校
、同
皆
生
養
護
学
校
、米
子
市
立
就

将
小
学
校
に
試
験
的
に
１
台
ず
つ
導

入
。ス
ム
ー
ズ
な
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

と
い
う
結
果
が
今
年
３
月
、県
・
医
師
・

研
究
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
検
証
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
を
上
げ
た
り
、首
を
振
っ
た
り
す

る
な
ど
の
オ
リ
ヒ
メ
の
動
作
は
、教
室
の

子
ど
も
た
ち
に
受
け
入
れ
や
す
く
、本

人
の
分
身
と
し
て
声
を
掛
け
ら
れ
ま

す
。一
方
、操
作
す
る
方
も
病
室
や
自
宅

の
様
子
、療
養
中
の
姿
が
相
手
側
に
映

ら
な
い
た
め
、気
を
遣
う
こ
と
な
く
使

用
で
き
ま
す
。

　
実
証
事
業
に
関
わ
っ
た
、難
病
の
子

ど
も
の
支
援
団
体「
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
兼・コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン・コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
）の
今
川
由
紀
子

さ
ん
は「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
友
だ
ち
を
感

じ
る
こ
と
は
、療
養
生
活
を
送
る
子
を

治
療
に
前
向
き
に
さ
せ
る
。中
に
は『
ロ

ボ
ッ
ト
を
作
る
人
に
な
り
た
い
』と
将
来

を
語
る
子
も
」と
話
し
ま
す
。

　

 

先
進
例
広
げ
生
活
の
安
心
つ
く
る

　
病
室
や
自
宅
か
ら
の
授
業
参
加
を

可
能
に
し
、学
習
や
学
校
復
帰
の
支
援

を
担
う
オ
リ
ヒ
メ
。こ
れ
ま
で
実
証
実

験
を
行
っ
た
３
校
に
８
台
が
配
備
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
他
校
の
子
ど
も
へ
の
貸
し

出
し
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。（
手
続
き

は
４
頁
を
参
照
）

　
ま
た
、博
愛
こ
ど
も
発
達
・
在
宅
支

援
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、医
療
と
福
祉
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
提
供
と
同
時
に
、人
材
育
成

に
よ
っ
て
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
、県

内
初
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
広
が
り
が
や

が
て
、難
病
の
子
ど
も
と
家
族
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
。

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

使
う
人
に
合
わ
せ
、社
会
に
つ
な
ぐ
相
棒

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

県
立
皆
生
養
護
学
校
の
実
践
例

　
皆
生
養
護
学
校
５
年
生
の
加
藤
愛
美

さ
ん
は
重
い
心
臓
病
が
あ
り
、感
染
症

を
避
け
る
た
め
、週
に
数
回
、通
学
し
て

授
業
を
受
け
る
ほ
か
、教
員
が
自
宅
を

訪
ね
て
授
業
を
す
る
訪
問
教
育
を
受
け

て
い
ま
す
。登
校
し
た
日
に
は
、「
行
け
て

良
か
っ
た
ね
。あ
り
が
と
う
」と
母
に
伝

え
る
愛
美
さ
ん
。学
校
で
の
授
業
は
、た

と
え
数
時
間
で
も
う
れ
し
く
、長
期
の
休

み
は
気
持
ち
に
張
り
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
で
す
。

オリヒメとは
　オリィ研究所（東京都）が開発したカメラ・マイ
ク・スピーカー搭載の上半身人型ロボット。タブ
レット端末で操作し、離れた場所で、周囲を見渡
したり、操作する人の声を届けたりすることがで
きます。
　体を動かすことが困難な人や呼吸器を付け
ているため話すことができない人には、視線入
力装置搭載のオリヒメアイが使いやすいです。

利用希望者には貸し出します
　一定期間入院や自宅療養する公立学校の児童
生徒に必要に応じてオリヒメを貸し出します。希
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を
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心
と
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た
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習
の
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か
、６
年
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を
送
る
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や
始
業
式
の
時
な
ど
に
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用
し
ま
し
た
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　「
家
の
中
の
様
子
が
相
手
側
に
映
ら
な
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で
、気
軽
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用
で
き
る
の
が
利
点

の
一
つ
」と
話
す
の
は
愛
美
さ
ん
の
お
母

さ
ん
。愛
美
さ
ん
も
初
め
は
、端
末
の

操
作
と
オ
リ
ヒ
メ
の
実
際
の
動
き
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
も
の
の
、オ
リ
ヒ

メ
を
介
し
て
教
室
の
友
だ
ち
に
話
し
掛

け
ら
れ
、音
楽
学
習
で
は
友
だ
ち
と
共
に

楽
し
む
様
子
も
。６
年
生
を
送
る
会
に

向
け
て
は
、当
日
ま
で
歌
を
懸
命
に
練
習

し
ま
し
た
。会
に
は
、オ
リ
ヒ
メ
を
使
い
、

在
校
生
の
一
人
と
し
て
参
加
。練
習
を
重

ね
た
歌
で
、み
ん
な
と
一
緒
に
６
年
生
を

送
り
ま
し
た
。

　
自
宅
で
家
族
だ
け
と
過
ご
す
愛
美
さ

ん
に
、一
つ
で
も
多
く
の
経
験
を
さ
せ
た
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と
願
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お
母
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ん
。「
会
の
当
日
だ
け

で
な
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準
備
の
段
階
か
ら
自
分
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関
わ
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と
が
で
き
、そ
の
体
験
が
自
分
の
も

の
に
な
っ
た
」と
娘
の
成
長
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喜
び
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感

じ
て
い
ま
す
。
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ヒ
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ヒ
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」と
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し
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今
川
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左
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と
石
原
さ
ん（
右
）
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同
時
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成
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初
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体
験
し
た
と
き
の

加
藤
愛
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さ
ん（
手
前
）（
写
真
提
供
＝
皆
生
養

護
学
校
）

手を挙げたり、
うなずいたり

映像と音声
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教室 病室や
自宅タブレット
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分身ロボットによる学習支援のイメージ

コラボレーション・コンサルティング合同会社
代表社員　石原睦巳さん、今川由紀子さん
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　難病や障がいがあり、自宅で療養している人の元に出向いて、生演奏で音楽を届ける「ミュージック・オフィス♪ＤｏＲｅＭｉ」。優しい音色が患者と家族の心身を癒やしています。　広島県出身。2010（平成22）年まで山陰のラジオ
局でアナウンサーを務める。好物のジェラートを
全国で食べ歩くうち、その魅力に取りつかれ開業
を決意。イタリアでジェラート作りを学ぶ。18（同
30）年、嫁ぎ先の南部町で現在の店「ジェラテリア 
pa cherry b.」をオープン。

ゴールデンウィークには1日に約1,000人が
来店

季節の味10種類から選ぶ楽しみも

株式会社pcb　代表取締役
ピーシービー

益村 千代さん
ます  むら      ち    よ

なせジェラート店を
　20代のころ、仕事や旅行先で食べた
ジェラートは約2,000個。山間部で営業し
ていても常に人を集めるジェラート店
は魅力的でしたね。また、店に素材を提
供する農家と、それを生かすことで農家
に応える作り手との関係に感動し、開業
を決意しました。

出店までの経緯は
　イタリアに数回渡り、ジェラート作り
を学びました。そこでは、島根県や広島
県から来ていた同志との出会いも。後
日、彼らの店の立ち上げに関わること
で、店づくりを経験できました。
　また、本場で学んだ成果を試すため
に、17（同29）年、イタリアで開催された
ジェラートコンテスト世界大会に初参加
したところ10位に入賞。結婚を機に移り

住んだ南部町で夫や地域の皆さんの協
力を得て、18（同30）年７月、念願の自分
の店を出すことができました。

商品へのこだわりは
　「鮮度が命」のジェラート作りに妥協
はありません。素材を生かし、滑らかな
食感と香りのフレッシュなジェラートを
作っています。素材には果物のほか野
菜も。南部町産ブルーベリーや伯耆町
産ユズを使った商品があります。

地域への思いと今後は
　この店をきっかけに、多くの人に南部
町に来てほしい。将来は職人を育成し、
南部町を日本のジェラートの聖地にし
たいです。

2019

ジェラートで、町に人呼び込む
～地元食材満載の店オープン～

Check

難病患者に生の音色を宅配難病患者に生の音色を宅配

ミュージック・オフィス♪ＤｏＲｅＭｉ
ド レ ミ

広報課

こ

お
か
も
と
み
つ

お

き
ん
い
し
ゅ
く
せ
い
そ
く
さ
く
こ
う
か
し
ょ
う

　「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
フ
ィ
ス
♪

Ｄｏ
Ｒｅ
Ｍ
ｉ
」は
倉
吉
市
を
拠
点
に

活
動
。代
表
で
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
小

林
圭
子
さ
ん
は
、一
般
社
団
法
人
日

本
音
楽
療
法
学
会
が
認
定
す
る
音

楽
療
法
士（
※
）の
資
格
を
持
っ
て
い

ま
す
。音
楽
は
心
身
の
回
復
や
生
活

の
質
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、医

師
を
含
む
異
業
種
の
仲
間
と
、活
動

に
賛
同
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
と
共
に
、

２
０
１
５（
平
成
27
）年
10
月
に
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
患
者
の
依
頼
を
受
け
て
、５
０
０

円
で
自
宅
に
出
張
し
て
音
楽
を
届
け

る〝「
音
楽
」の
宅
配
便
♪
〞。依
頼
者

が
ベッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
す
ぐ
そ
ば
で
演
奏
を
。依
頼
者

は
演
奏
に
耳
を
傾
け
、リ
ク
エ
ス
ト
曲

に
聴
き
入
り
ま
す
。コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
は
な
か
な
か
出
掛
け
ら
れ
な
い

在
宅
療
養
者
も
、こ
う
し
て
非
日
常

の
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

で
在
宅
療
養
を
行
っ
て
い
る
岡
本
充

雄
さ
ん（
鳥
取
市
）は
、音
楽
を
聴
い

て
も
手
拍
子
を
打
つ
こ
と
や
言
葉
を

発
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、

表
情
が
和
ら
ぐ
、涙
を
流
す
な
ど
周

囲
に
も
わ
か
る
変
化
が
。目
線
を
使
っ

て
、妻
に「
音
楽
は
人
を
救
う
」と
伝

え
た
そ
う
。ま
た
、難
病
で
聴
力
に
障

が
い
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
音
楽
を
奏

で
た
と
き
も
、手
で
楽
器
に
触
れ
る

動
き
が
。「
た
く
さ
ん
の
奇
跡
が
起
き

る
。音
楽
の
力
は
計
り
知
れ
な
い
」と

小
林
さ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
に
17
回
を
数
え
た
こ
の

活
動
に
賛
同
す
る
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
、約
３
年
で
21
人
に
。フ
ル
ー
ト

や
ピ
ア
ノ
、チ
ェロ
な
ど
国
内
外
で
活

躍
す
る
奏
者
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
人
に
も
こ
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、P
R
コ
ン
サ
ー
ト
も
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
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　音
楽
は
ど
ん
な
人
に
も
素
直
に
伝
わ
っ

て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。み
ん
な
の
心
に

残
る
音
楽
を
こ
れ
か
ら
も
届
け
て
ほ
し

い
で
す
。（
よ
）

穏やかな空気が伝わったのか、聴力に障がいのある
赤ちゃんが反応。演奏者にとってもうれしい瞬間

（写真提供＝小林さん）

大山町産茶葉を使った抹茶（左）といちごミルク（右）

　８月12日（月・祝）午後２時30分開演
　（午後２時開場）
　倉吉交流プラザ（倉吉市駄経寺町）
　☎    0858-23-4888（小林）

日

所
問 F

「音楽」の宅配便♪PRコンサート
内容／国内外で活躍するコントラバス
　　　奏者による二重奏

（※）民間の資格。音楽が人の心理や認知機能
に作用する力を利用して、心身に障がいの
ある人のリハビリを支援する。

バイオリンの音色を響かせる小林さん（中央左）と、心のケアをする道化師「シャンピー」
さん（中央奥）。依頼者の自宅がコンサート会場に （写真提供＝小林さん）
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大山町産茶葉を使った抹茶（左）といちごミルク（右）

　８月12日（月・祝）午後２時30分開演
　（午後２時開場）
　倉吉交流プラザ（倉吉市駄経寺町）
　☎    0858-23-4888（小林）

日

所
問 F

「音楽」の宅配便♪PRコンサート
内容／国内外で活躍するコントラバス
　　　奏者による二重奏

（※）民間の資格。音楽が人の心理や認知機能
に作用する力を利用して、心身に障がいの
ある人のリハビリを支援する。

バイオリンの音色を響かせる小林さん（中央左）と、心のケアをする道化師「シャンピー」
さん（中央奥）。依頼者の自宅がコンサート会場に （写真提供＝小林さん）

パ ッ チ ェ リ ー ビ ー

ば
や
し
け
い
こ



県政トピックスTopics

問い合わせ先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎
2019.79 2019.7 8

～更生保護で悪循環を断つ～地域で支え、再犯防止

第69回 社会を明るくする運動
～出発式＆ふれあい講演会～

「立ち直りを支える更生保護」で再犯防ぐ

　
犯
罪
検
挙
者
に
占
め
る
再
犯

者
の
割
合
は
、上
昇
を
続
け
て
い

ま
す
。過
ち
を
繰
り
返
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、更
生
し
よ
う
と
す
る

人
を
受
け
入
れ
、支
え
る
こ
と

（
更
生
保
護
）も
大
切
で
す
。

　『
犯
罪
白
書
』に
よ
る
と
、「
刑

務
所
の
再
入
所
者
の
う
ち
、約
７

割
が
再
犯
時
無
職
」「
出
所
時
に

適
当
な
帰
住
先
が
な
か
っ
た
再
入

所
者
の
約
６
割
は
１
年
未
満
で

再
犯
」。一
方
、再
犯
者
の
中
に

は
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
生

活
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
も
。

再
犯
の
悪
循
環
を
断
つ
に
は
、仕

事
や
帰
る
場
所
の
確
保
、福
祉
面

で
の
支
え
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
施
設

が
、当
事
者
の
相
談
に
乗
り
、指

導
を
し
て
孤
立
を
防
ぐ
な
ど
犯

罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を

支
援
し
て
い
ま
す（
下
図
参
照
）。

　７
月
の「
再
犯
防
止
啓
発
月
間
」

は
、各
地
で
催
し
や
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
す
。犯
罪
や
非
行
の
な
い
、

安
全
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

活
動
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

　犯罪や非行から立ち直ろうとする人を孤立さ
せないため、ボランティアや公的機関が、住ま
い、就労、相談などの支援を行っています。

　犯罪や非行をなくし、社会を明るくする運動の啓発
パレード出発式と講演会を行います。
　■日時／7月11日（木） 午後１時～３時30分
　 　　　　　　　　　　　　　　（開場：午後０時30分）
■場所／とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町）
■内容
○ふくべ砂神太鼓の演奏
○出発式
○講演会
　テーマ「支え合い光輝くいのち」
　講師：やなせ なな さん（シンガーソングライター）
■入場料／無料
■参加申し込み／不要

問 県庁福祉保健課  ☎0857-26-7158 　 0857-26-8116　　fukushihoken@pref.tottori.lg.jp
https://www.pref.tottori.lg.jp/278307.htm

F

ふれあい講演会実施事務局鳥取保護区保護司会
☎   0857-21-3203  

問
F

●相談できない
●帰る場所がない
●仕事がない
●お金がない

中には高齢者、障がい者
など福祉面での支援が
必要な人も

犯罪・非行

反省・償い

再び社会へ

支援・フォロー

居場所がない

～夏場の食中毒にご用心～３原則で原因菌から身を守る
　
６
〜
９
月
は
、激
し
い
腹
痛
や

嘔
吐
な
ど
を
伴
う
細
菌
性
食
中

毒
が
多
く
発
生
し
ま
す
。予
防
す

る
に
は
、細
菌
を「
つ
け
な
い
」

「
増
や
さ
な
い
」「
や
っつ
け
る
」。

こ
の
３
原
則
に
よ
り
、食
中
毒
菌

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
高
温
多
湿
の
夏
場
は
、食
中

毒
の
原
因
菌
に
と
って
増
殖
し
や

す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。細
菌
は

肉
眼
で
見
え
ま
せ
ん
が
、至
る
所

に
存
在
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
の

手
や
、肉
・
魚
な
ど
の
生
の
食
材

に
は
、表
面
に
細
菌
が
付
い
て
い

る
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
手
に
付
い
た
細
菌
は
、指
と
指

の
間
や
爪
の
間
ま
で
せ
っ
け
ん
で

し
っ
か
り
洗
っ
て
取
り
除
く
こ

と
。ま
た
、食
器
や
ま
な
板
、ふ
き

ん
、流
し
台
な
ど
細
菌
が
増
殖
し

や
す
い
も
の
も
丁
寧
に
洗
っ
て
消

毒
を
。

　
こ
こ
ま
で
徹
底
し
て
も
、食
品

に
細
菌
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
の
場
合
、食
品
の
中
で
細

菌
が
増
え
な
い
よ
う
冷
蔵
保
存
、

ま
た
は
十
分
に
加
熱
調
理
し
、早

め
に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■食品に細菌を「つけない」
○食材に触れる前に、せっけんで手洗い。
○清潔な調理器具や食器を使う。
○まな板や包丁は「肉・魚用」と「そのま
ま食べる野菜用」とに区別して。

■食品に付いた細菌を「増やさない」
○生鮮食品は購入後できるだけ早く冷蔵庫へ。
○室温での長時間放置は避ける。温かいものは温
かいうちに、冷たいものは冷たいうちに食べる。

■食品や調理器具に付いた細菌を「やっつける」
○食品の中心部を75度以上で１分以上の加熱。
　食肉は中心が褐色、肉汁が透明にな
るのが目安。
○使用後の調理器具は洗剤でよく洗っ
た後、熱湯や塩素系漂白剤で消毒。

県庁くらしの安心推進課
☎0857-26-7284　  0857-26-8171
　 kurashi@pref.tottori.lg.jp
https://www.pref.tottori.lg.jp/43264.htm  

問
F

食中毒予防の３原則

保護司
保護観察対象者を見守り指導するボランティア

更生保護施設（鳥取県更生保護給産会ほか）
矯正施設（刑務所、少年院など）を出た後、帰る
場所がない人に居室や食事を提供、自立指導や
援助

協力雇用主
保護観察対象者を雇用、立ち直りを支援

鳥取県社会生活自立支援センター
鳥取県地域生活定着支援センター
総合的な相談窓口

鳥取県更生保護女性連盟
女性の立場から、犯罪予防や子どもの健全育成
支援をするボランティア

ＢＢＳ会 ※Big Brothers and Sisters

少年たちと兄や姉のような立場で接するボラン
ティア団体

一人一人の意識と行動が大切 ～部落差別の解消目指す～

人権・同和問題講演会

相談窓口

県庁人権・同和対策課
☎0857-26-7074　  0857-26-8138
　 jinken@pref.tottori.lg.jp  

問
F

　
部
落
差
別
の
解
消
に
は
、私
た

ち
一
人
一
人
が
、こ
の
差
別
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、「
差
別
を
し

な
い・さ
せ
な
い
」と
の
意
識
を

も
っ
て
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
部
落
差
別
は
歴
史
的
過
程
で

形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
で
、日

本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。特

定
の
地
域
の
出
身
、ま
た
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

結
婚
や
就
職
な
ど
日
常
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
の
差
別
が
、今
も

な
お
残
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
早
期
解
決

を
目
指
し
県
は
、１
９
７
０（
昭

和
45
）年
に
、「
部
落
解
放
月
間

（
７
月
10
日
か
ら
８
月
９
日
）」

を
制
定
。期
間
中
は
特
に
、各
地

で
講
演
会
や
研
修
会
を
行
い
、部

落
差
別
や
人
権
問
題
を
考
え
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
19
日
に
、エ
キ
パ

ル
倉
吉
で「
人
権・同
和
問
題
講

演
会
」を
開
催
。ま
た
、左
記
窓

口
で
は
部
落
差
別
や
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■日時／７月19日（金）午後１時30分～３時30分
■場所／エキパル倉吉（倉吉市上井）
■演題／「現代の部落差別～部落差別解消への展望～」
　　　　講師：内田龍史さん（関西大学社会学部教授）
■手話通訳、要約筆記／あり
■託児サービス／あり。６月28日（金）までに
　問い合わせ先への申し込みが必要。
　https://www.pref.tottori.lg.jp/36315.htm

メール相談 ： jinkensoudan@pref.tottori.lg.jp

　　　　　　 窓　口
県庁人権・同和対策課（鳥取市東町）
中部総合事務所地域振興局（倉吉市東巌城町）
西部総合事務所地域振興局（米子市糀町）

   電話番号
0857-26-7677
0858-23-3270
0859-31-9649

うち だ りゅうし

さ  じん

お
う  

と
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い、就労、相談などの支援を行っています。

　犯罪や非行をなくし、社会を明るくする運動の啓発
パレード出発式と講演会を行います。
　■日時／7月11日（木） 午後１時～３時30分
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○室温での長時間放置は避ける。温かいものは温
かいうちに、冷たいものは冷たいうちに食べる。

■食品や調理器具に付いた細菌を「やっつける」
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更生保護施設（鳥取県更生保護給産会ほか）
矯正施設（刑務所、少年院など）を出た後、帰る
場所がない人に居室や食事を提供、自立指導や
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保護観察対象者を雇用、立ち直りを支援
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差
別
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に
は
、私
た

ち
一
人
一
人
が
、こ
の
差
別
問
題

を
正
し
く
理
解
し
、「
差
別
を
し

な
い・さ
せ
な
い
」と
の
意
識
を

も
っ
て
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
部
落
差
別
は
歴
史
的
過
程
で

形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
で
、日

本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。特

定
の
地
域
の
出
身
、ま
た
は
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

結
婚
や
就
職
な
ど
日
常
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
の
差
別
が
、今
も

な
お
残
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
早
期
解
決

を
目
指
し
県
は
、１
９
７
０（
昭

和
45
）年
に
、「
部
落
解
放
月
間

（
７
月
10
日
か
ら
８
月
９
日
）」

を
制
定
。期
間
中
は
特
に
、各
地

で
講
演
会
や
研
修
会
を
行
い
、部

落
差
別
や
人
権
問
題
を
考
え
る

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
７
月
19
日
に
、エ
キ
パ

ル
倉
吉
で「
人
権・同
和
問
題
講

演
会
」を
開
催
。ま
た
、左
記
窓

口
で
は
部
落
差
別
や
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■日時／７月19日（金）午後１時30分～３時30分
■場所／エキパル倉吉（倉吉市上井）
■演題／「現代の部落差別～部落差別解消への展望～」
　　　　講師：内田龍史さん（関西大学社会学部教授）
■手話通訳、要約筆記／あり
■託児サービス／あり。６月28日（金）までに
　問い合わせ先への申し込みが必要。
　https://www.pref.tottori.lg.jp/36315.htm

メール相談 ： jinkensoudan@pref.tottori.lg.jp

　　　　　　 窓　口
県庁人権・同和対策課（鳥取市東町）
中部総合事務所地域振興局（倉吉市東巌城町）
西部総合事務所地域振興局（米子市糀町）

   電話番号
0857-26-7677
0858-23-3270
0859-31-9649

うち だ りゅうし

さ  じん

お
う  

と



　企画展「手塚治虫のメッセージ～人と動物、共に生き
るために」を開催します。
　本展では、ドードー（写真左）やニホンオオカミなど、
人との関わりで絶滅した動物を、手塚治虫のマンガとと
もに紹介。世界で初めて展示される手塚治虫の原画も
あります。
　７月13日（土）～８月25日(日)　 
　午前９時～午後５時　※土曜日は午後７時まで

　鳥取砂丘コナン空港グランドオープン１周年の記念
行事を開催します。人気飲食店やコナンショップとの連
携フェア、飛行機見学ツアーなど1日中楽しめる企画が
満載。ぜひお越しください。
　７月27日（土）、28日（日） 午前10時～午後４時
■内容
　○テナントショップ連携フェア
　○ステージイベント（学生吹奏楽団による演奏 ほか）
　○滑走路間近で見る飛行機 離発着見学ツアー
　○ワークショップ など
※詳細はホームページをご確認ください。

☎0857-26-8042 　 0857-26-8041
https://www.pref.tottori.lg.jp/
tezuka/

企画展「手塚治虫のメッセージ」

■F
県立博物館（鳥取市東町）

催し物

ご案内

日

日

問

日時 事前申し込み不要 参加、入場など無料 要約筆記あり 手話通訳あり場所 問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問日 申 不 無 手筆F所 ☎

Information

ドードー（骨格複製）
群馬県立自然史博物館蔵

昨年7月28日に
リニューアルした
鳥取砂丘コナン空港

て    づ か   お さ   む

ひ   ぼう

はら  だ   ゆたか

☎0857-28-1402 　 0857-28-1415
https://www.ttj-ap-bld.co.jp/

鳥取空港グランドオープン １周年

■F
鳥取空港ビル（株）（鳥取市湖山町西）

催し物

日

日

所

所

問 所

問 所

　近年、スマートフォンやゲーム機などの普及により、
子どもたちが性や暴力、薬物などの有害情報に接触す
る機会が増大、またＳＮＳによる誹謗中傷や個人情報の
流出など、さまざまな事件が生じています。
　保護者は、子どもがインターネットやゲームへの依存
に陥らないよう、適切な利用の管理（ペアレンタルコン
トロール）を行うことが大切です。
　７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」。夏休
みの前に、子どもと一緒にインターネットやゲームの使
用ルールをつくりましょう。

■ペアレンタルコントロールの例
　〇インターネットの利用できる時間や場所を制限
　〇保護者が同意した機能に限って利用を許可
　〇有害情報の閲覧・視聴の防止

子どものネット利用は適切に管理を

☎0857-26-7158 　 0857-26-8116
https://www.pref.tottori.lg.jp/
273803.htm

強制不妊手術等被害者の救済制度

■F

■F

■F

■F
県庁福祉保健課問

■F
問

☎0857-29-6556 （平日：正午～午後４時）
http://www.tottori-inochinodenwa.com

（社福）鳥取いのちの電話事務局

☎0857-26-7076  　0857-26-7863
https://www.pref.tottori.lg.jp/
240262.htm

県庁青少年・家庭課（７月５日以降、子育て王国課）

■F
問

☎0857-26-7227  　0857-26-8143
https://www.pref.tottori.lg.jp/
68680.htm

県庁健康政策課 問

催し物

〒680-1203 鳥取市河原町稲常113
☎0858-85-6221   0858-85-6223
https://www.pref.tottori.lg.jp/
ringyoshiken/

■F

県林業試験場

　「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対
する一時金の支給等に関する法律」が今年４月24日に
制定されました。県は、一時金320万円の請求に関する
こと、健康被害や訴訟など、幅広く相談を受ける窓口を
設けています。お心当たりのあるかたは、最寄りの相談
窓口へご相談ください。
■対象者／旧優生保護法に基づき、不妊手術を受けら
　れたかた、1948(昭和23)年９月11日から1996(平成８)
　年９月25日までの間に生殖を不能にする手術などを
　受けられたかた
■相談・一時金請求受付窓口
　○東部：県庁福祉保健課
　☎0857-26-7158　　0857-26-8116
　○中部：中部総合事務所福祉保健局
　☎0858-23-3146　　0858-23-4803
　○西部：西部総合事務所福祉保健局
　☎0859-31-9308　　0859-34-1392

　「山の日」を記念し、県民の皆さまに森林・林業に親し
んでもらうイベントを開催。森の植物調べや木工品づく
りなどの体験ができます。
　８月３日（土） 午前９時～午後３時
■内容／次の講座のうち1つを選択
　①森の木々で標本をつくろう
　②木で染めよう
　③木工品をつくろう
■対象・定員
　小学生以上（小学生は保護者同伴）・先着100人
■申込方法
　郵送、ファクシミリ、電子メールのいずれかにより、住
　所、氏名、電話番号、希望する講座番号（2つ）を、問い
　合わせ先に送ってください。
■申込期限／７月24日（水）必着

体験講座「森のいろは塾」

ご案内

ご案内

　「いのちの電話」は、困難な問題を抱え、誰にも相談
できず、心の危機に直面している人の電話相談を受け
る市民ボランティア。
　この活動内容や相談員の募集について説明会を行
います。少しでも関心のある人は一度お越しください。
　７月25日（木） 午後６時30分～８時
　８月31日（土） 午後１時30分～３時
　※２日とも同じ内容です。
　鳥取市高齢者福祉センター(鳥取市富安)
■内容
○第１部
　ミニ講演会「心の健康を考える」
　講師　県立精神保健福祉センター所長　原田 豊
○第２部
　いのちの電話の紹介と電話相談員募集について

鳥取いのちの電話 相談員募集説明会熱中症を防ぎましょう

募　集

ご案内

無

　今年は例年より早く真夏日が観測され、熱中症で救
急搬送される人が全国で相次ぎました。熱中症は、７月
中旬から８月上旬の梅雨明け直後や、梅雨の晴れ間で
急に暑くなった時などにも多く発生します。
　湿度が高くなると汗を上手にかくことができず、熱が
体にこもります。体温が上がり、熱中症を引き起こしや
すいこの時期、以下の点に注意して過ごしましょう。体温
調整がうまくできず、暑さや喉の渇きを感じにくい高齢者
や幼い子どもには特に気を付けてください。

■日常生活での熱中症予防
　○天気予報、熱中症警報に気を付ける。　
　○扇風機やエアコンで室内を涼しく。
　○こまめに水分・休憩をとる。
　○外出時には、日差しを避ける。
　○家族・地域で声を掛け合う。

無無不

申

■F
問

☎0857-38-6720  　0857-38-6709
http://www.kankyo-u.ac.jp/

公立鳥取環境大学（鳥取市若葉台北）

鳥取環境大オープンキャンパス 参加者
　公立鳥取環境大学オープンキャンパスを開催、参加
者を募集します。
　８月10日(土)、11日(日)  午前９時30分～午後３時30分
■内容
　キャンパス見学ツアー、学部説明、模擬授業、研究室
　紹介、英語村体験、進学相談コーナー、入試対策講座、
　学食ランチ無料体験 など
■ 申込方法／ホームページから予約
■ 申込期限／８月８日（木） 午後５時
※当日は、鳥取駅南口と大学を結ぶ無料シャトルバス
　を運行します。

所

日

昨年度オープン
キャンパスの様子

（学生と話そうコーナー）

2019.711 2019.7 10



　企画展「手塚治虫のメッセージ～人と動物、共に生き
るために」を開催します。
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あります。
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　午前９時～午後５時　※土曜日は午後７時まで

　鳥取砂丘コナン空港グランドオープン１周年の記念
行事を開催します。人気飲食店やコナンショップとの連
携フェア、飛行機見学ツアーなど1日中楽しめる企画が
満載。ぜひお越しください。
　７月27日（土）、28日（日） 午前10時～午後４時
■内容
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んでもらうイベントを開催。森の植物調べや木工品づく
りなどの体験ができます。
　８月３日（土） 午前９時～午後３時
■内容／次の講座のうち1つを選択
　①森の木々で標本をつくろう
　②木で染めよう
　③木工品をつくろう
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　所、氏名、電話番号、希望する講座番号（2つ）を、問い
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　８月31日（土） 午後１時30分～３時
　※２日とも同じ内容です。
　鳥取市高齢者福祉センター(鳥取市富安)
■内容
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　ミニ講演会「心の健康を考える」
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　湿度が高くなると汗を上手にかくことができず、熱が
体にこもります。体温が上がり、熱中症を引き起こしや
すいこの時期、以下の点に注意して過ごしましょう。体温
調整がうまくできず、暑さや喉の渇きを感じにくい高齢者
や幼い子どもには特に気を付けてください。
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鳥取環境大オープンキャンパス 参加者
　公立鳥取環境大学オープンキャンパスを開催、参加
者を募集します。
　８月10日(土)、11日(日)  午前９時30分～午後３時30分
■内容
　キャンパス見学ツアー、学部説明、模擬授業、研究室
　紹介、英語村体験、進学相談コーナー、入試対策講座、
　学食ランチ無料体験 など
■ 申込方法／ホームページから予約
■ 申込期限／８月８日（木） 午後５時
※当日は、鳥取駅南口と大学を結ぶ無料シャトルバス
　を運行します。

所

日

昨年度オープン
キャンパスの様子

（学生と話そうコーナー）

2019.711 2019.7 10



県庁観光戦略課問

こちら鳥取県警察

夏山登山を安全に楽しむために
　夏の登山は、気温差が激しく、経験豊富な人でも準備
や登山中の注意を怠ると、遭難する危険が高まります。
十分に準備し、安全に配慮した登山を心掛けましょう。
■事前の準備・登山中の注意
　〇余裕のある登山計画を立て、必ず登山届の提出を。

「コンパス（オンライン登山届・ホームページからアク
セス可）」を使うと便利です。

　〇気象情報や登山計画に合わせ、水、食料、雨具、防
　寒具、ヘッドライトなどを準備する。

　〇緊急連絡用の携帯電話と予備バッテリーを携行。
　〇体調に注意し、コースの状況・気象条件などに応じ
　て、下山するなど冷静な判断を。

　星空愛好者をはじめ、県民の皆さまから寄せ
られた37地点の星空スポットをまとめたリーフ
レット「星空ＭＡＰ」。問い合わせ先や、総合事務
所、観光案内所、道の駅で配布しています。
　また、「星空ＭＡＰアプリ」では、さらに多くのス
ポットを確認できるほか、お気に入りの地点の写
真やコメントを自由に投稿できます。ダウン
ロードはホームページにアクセスを。

　夏休みを前に、星空観察を計画する人もいるので
はないでしょうか。たくさんの星空を楽しむには、天気
だけでなく月の満ち欠けを知っておくとよいでしょう。
満月に近いほど、月明かりにかき消されて星が見えづ
らくなるからです。
　７月は、３日が新月、９日は上弦（半月）、25日が下弦

（半月）。１～６日と21
～31日は星が見や
すいです。また、今
月から東の空に「夏
の大三角」が見られ
るようになります。

日時 事前申し込み不要 参加、入場など無料 要約筆記あり 手話通訳あり場所 問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問日 申 不 無 手筆F所 ☎

Information

昨年度オープン
キャンパスの様子

（救助訓練）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
一
部

☎　0857-23-0110 （代表）
https://www.pref.tottori.lg.jp/
66257.htm

■F
県警察本部地域課問

星
空
Ｍ
Ａ
Ｐ

C AT C H  t h e  S TA R

星取県情報
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

試　験

☎0857-26-7237   0857-26-8308
https://www.hoshitori.com/ap

■F

日 所

所

試　験

県職員(医療技術職)採用試験
　2020年度から県立病院で勤務する医療技術職（正職
員）の採用試験を実施します。
　８月３日（土）
　県民ふれあい会館（鳥取市扇町）
■募集職種
　薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、言語聴覚
　士、医療ソーシャルワーカー、臨床工学技士
■受験資格／1960（昭和35）年４月２日以降の生まれで、
　各職種に必要な資格免許を取得（見込み）の人
■試験内容／専門試験（記述式）、面接
■申込方法／郵送、持参
■申込期限／７月19日（金）　当日消印有効
※詳細は受験案内（ホームページに掲載、県庁や県立
　病院などで配布）をご覧ください。

募　集

☎0859-27-0353   0859-27-5972
https://www.pref.tottori.lg.jp/
shoubouschool/

■F

消防学校オープンキャンパス 参加者
　本年度実施する消防職員採用試験の受験予定者を対
象にオープンキャンパスを開催、参加者を募集します。
　８月15日（木） 午後1時30分～４時
■内容／消防救助訓練、施設見学、意見交換会
■申込書/問い合わせ先で配布。ホームページから印刷
　もできます。
■申込方法／電子メール、ファクシミリ
■申込期限／７月31日（水） 午後５時
※詳細はホームページをご覧ください。

　　鳥取・米子

※いずれも申し込み開始日は８月２日（金）
■受験資格
　○警察官Ａ（２回目）／1984(昭和59)年４月２日以降生
　まれで、短大を除く大学卒業（見込み）の人

　○警察官Ｂ（２回目）／1984(昭和59)年４月２日から2002
  (平成14)年４月１日生まれで、短大を除く大学卒業
　（見込み）以外の人

　○警察行政（高卒程度）／1998(平成10)年４月２日から
　2002年(平成14)年４月１生まれで、短大を除く大学
　卒業（見込み）以外の人

※詳細は受験案内（７月中旬からホームページに掲載、
県庁や警察署などで配布）をご覧ください。

募　集

〒680-8570 鳥取市東町1-220
☎0857-26-7885   0857-26-8135
https://www.pref.tottori.lg.jp/
byouinkyoku/

■F

県病院局総務課

日

所

シニア作品展への出品作品

☎0857-26-7179   0857-26-8168
https://www.pref.tottori.lg.jp/
119868.htm

■F
県庁長寿社会課問

　県内の高齢者が創作した作品を募集します。

■対象／県内在住の60歳以上（1960(昭和35)年４月１日
　以前生まれ）のアマチュアの人
■部門／日本画、洋画、彫刻・工芸、書、写真
■申込期間／９月９日（月）～12日（木）
■提出先／各市町村社会福祉協議会
■開催要領・申込用紙／公民館、各市町村社会福祉協
　議会などで配布。ホームページから印刷もできます。
■優秀作品の選考
　出品作品の中から優秀な作品を選考し、表彰します。
※詳細は開催要領をご覧ください。

シニア作品展
　９月20日（金）～28日（土）
　午前９時～午後５時
　倉吉博物館（倉吉市仲ノ町）

職種 試験日 申込期限
警察官Ａ（２回目）
警察官Ｂ（２回目）
警察行政（高卒程度）

９/22（日）
９/22（日）
９/29（日）

９/２（月）
９/２（月）
8/19（月）

無他県紙面交換

☎088-621-2702   088-621-2851
https://www.pref.tokushima.lg.jp/
ippannokata/kyoiku/kanko/5015076/

■F

＃徳島あるでないでキャンペーン
　徳島県では現在、ウェブやＳＮＳを活用した「＃徳島あ
るでないで」キャンペーンを実施中です。
　旅行会社のウェブサイトに開設された徳島県特集
ページでは、魅力ある宿泊プランやお得なクーポンを
掲載。（実施期間2020年3月末まで）徳島県へお越しい
ただき、あなたが撮影した写真をＳＮＳに「＃徳島あるで
ないで」と付けて投稿すると、抽選ですてきな県産品を
プレゼントします。（応募期間８月18日まで）
　ぜひこの機会に、徳島県でお気に入りのものが「ある
でないで」と実感してください。
※あるでないで＝阿波弁で「あるじゃないか」

徳島県観光政策課問

無

県消防学校（米子市流通町）問 申所

警察官・警察行政採用試験　

日日

☎0857-26-7553   0857-26-8119
https://www.pref.tottori.lg.jp/jinji/

■F

問 申

県人事委員会事務局問 申

●お詫びと訂正
６月号８ページに記載の「警戒レベルと住民がとるべき
行動」の表中、警戒レベル１の「警戒級の可能性」は、正し
くは「警報級の可能性」でした。お詫びして訂正します。

新月や半月の前後が好機

鳥取市佐治町で撮影され
た夏の大三角（写真提供＝
鳥取市さじアストロパーク）

陶
板
名
画
美
術
館

｢

大
塚
国
際
美
術
館｣

（
徳
島
県
鳴
門
市
）
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県庁観光戦略課問

こちら鳥取県警察

夏山登山を安全に楽しむために
　夏の登山は、気温差が激しく、経験豊富な人でも準備
や登山中の注意を怠ると、遭難する危険が高まります。
十分に準備し、安全に配慮した登山を心掛けましょう。
■事前の準備・登山中の注意
　〇余裕のある登山計画を立て、必ず登山届の提出を。

「コンパス（オンライン登山届・ホームページからアク
セス可）」を使うと便利です。

　〇気象情報や登山計画に合わせ、水、食料、雨具、防
　寒具、ヘッドライトなどを準備する。

　〇緊急連絡用の携帯電話と予備バッテリーを携行。
　〇体調に注意し、コースの状況・気象条件などに応じ
　て、下山するなど冷静な判断を。

　星空愛好者をはじめ、県民の皆さまから寄せ
られた37地点の星空スポットをまとめたリーフ
レット「星空ＭＡＰ」。問い合わせ先や、総合事務
所、観光案内所、道の駅で配布しています。
　また、「星空ＭＡＰアプリ」では、さらに多くのス
ポットを確認できるほか、お気に入りの地点の写
真やコメントを自由に投稿できます。ダウン
ロードはホームページにアクセスを。

　夏休みを前に、星空観察を計画する人もいるので
はないでしょうか。たくさんの星空を楽しむには、天気
だけでなく月の満ち欠けを知っておくとよいでしょう。
満月に近いほど、月明かりにかき消されて星が見えづ
らくなるからです。
　７月は、３日が新月、９日は上弦（半月）、25日が下弦

（半月）。１～６日と21
～31日は星が見や
すいです。また、今
月から東の空に「夏
の大三角」が見られ
るようになります。

日時 事前申し込み不要 参加、入場など無料 要約筆記あり 手話通訳あり場所 問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問日 申 不 無 手筆F所 ☎

Information

昨年度オープン
キャンパスの様子

（救助訓練）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
一
部

☎　0857-23-0110 （代表）
https://www.pref.tottori.lg.jp/
66257.htm

■F
県警察本部地域課問

星
空
Ｍ
Ａ
Ｐ

C AT C H  t h e  S TA R

星取県情報
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

試　験

☎0857-26-7237   0857-26-8308
https://www.hoshitori.com/ap

■F

日 所

所

試　験

県職員(医療技術職)採用試験
　2020年度から県立病院で勤務する医療技術職（正職
員）の採用試験を実施します。
　８月３日（土）
　県民ふれあい会館（鳥取市扇町）
■募集職種
　薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、言語聴覚
　士、医療ソーシャルワーカー、臨床工学技士
■受験資格／1960（昭和35）年４月２日以降の生まれで、
　各職種に必要な資格免許を取得（見込み）の人
■試験内容／専門試験（記述式）、面接
■申込方法／郵送、持参
■申込期限／７月19日（金）　当日消印有効
※詳細は受験案内（ホームページに掲載、県庁や県立
　病院などで配布）をご覧ください。

募　集

☎0859-27-0353   0859-27-5972
https://www.pref.tottori.lg.jp/
shoubouschool/

■F

消防学校オープンキャンパス 参加者
　本年度実施する消防職員採用試験の受験予定者を対
象にオープンキャンパスを開催、参加者を募集します。
　８月15日（木） 午後1時30分～４時
■内容／消防救助訓練、施設見学、意見交換会
■申込書/問い合わせ先で配布。ホームページから印刷
　もできます。
■申込方法／電子メール、ファクシミリ
■申込期限／７月31日（水） 午後５時
※詳細はホームページをご覧ください。

　　鳥取・米子

※いずれも申し込み開始日は８月２日（金）
■受験資格
　○警察官Ａ（２回目）／1984(昭和59)年４月２日以降生
　まれで、短大を除く大学卒業（見込み）の人

　○警察官Ｂ（２回目）／1984(昭和59)年４月２日から2002
  (平成14)年４月１日生まれで、短大を除く大学卒業
　（見込み）以外の人

　○警察行政（高卒程度）／1998(平成10)年４月２日から
　2002年(平成14)年４月１生まれで、短大を除く大学
　卒業（見込み）以外の人

※詳細は受験案内（７月中旬からホームページに掲載、
県庁や警察署などで配布）をご覧ください。

募　集

〒680-8570 鳥取市東町1-220
☎0857-26-7885   0857-26-8135
https://www.pref.tottori.lg.jp/
byouinkyoku/

■F

県病院局総務課

日

所

シニア作品展への出品作品

☎0857-26-7179   0857-26-8168
https://www.pref.tottori.lg.jp/
119868.htm

■F
県庁長寿社会課問

　県内の高齢者が創作した作品を募集します。

■対象／県内在住の60歳以上（1960(昭和35)年４月１日
　以前生まれ）のアマチュアの人
■部門／日本画、洋画、彫刻・工芸、書、写真
■申込期間／９月９日（月）～12日（木）
■提出先／各市町村社会福祉協議会
■開催要領・申込用紙／公民館、各市町村社会福祉協
　議会などで配布。ホームページから印刷もできます。
■優秀作品の選考
　出品作品の中から優秀な作品を選考し、表彰します。
※詳細は開催要領をご覧ください。

シニア作品展
　９月20日（金）～28日（土）
　午前９時～午後５時
　倉吉博物館（倉吉市仲ノ町）

職種 試験日 申込期限
警察官Ａ（２回目）
警察官Ｂ（２回目）
警察行政（高卒程度）

９/22（日）
９/22（日）
９/29（日）

９/２（月）
９/２（月）
8/19（月）

無他県紙面交換

☎088-621-2702   088-621-2851
https://www.pref.tokushima.lg.jp/
ippannokata/kyoiku/kanko/5015076/

■F

＃徳島あるでないでキャンペーン
　徳島県では現在、ウェブやＳＮＳを活用した「＃徳島あ
るでないで」キャンペーンを実施中です。
　旅行会社のウェブサイトに開設された徳島県特集
ページでは、魅力ある宿泊プランやお得なクーポンを
掲載。（実施期間2020年3月末まで）徳島県へお越しい
ただき、あなたが撮影した写真をＳＮＳに「＃徳島あるで
ないで」と付けて投稿すると、抽選ですてきな県産品を
プレゼントします。（応募期間８月18日まで）
　ぜひこの機会に、徳島県でお気に入りのものが「ある
でないで」と実感してください。
※あるでないで＝阿波弁で「あるじゃないか」

徳島県観光政策課問

無

県消防学校（米子市流通町）問 申所

警察官・警察行政採用試験　

日日

☎0857-26-7553   0857-26-8119
https://www.pref.tottori.lg.jp/jinji/

■F

問 申

県人事委員会事務局問 申

●お詫びと訂正
６月号８ページに記載の「警戒レベルと住民がとるべき
行動」の表中、警戒レベル１の「警戒級の可能性」は、正し
くは「警報級の可能性」でした。お詫びして訂正します。

新月や半月の前後が好機

鳥取市佐治町で撮影され
た夏の大三角（写真提供＝
鳥取市さじアストロパーク）

陶
板
名
画
美
術
館

｢

大
塚
国
際
美
術
館｣

（
徳
島
県
鳴
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）
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2019.715 2019.7 14

読者の声（5月号の意見・感想から）

●
表
紙
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、白
い
部
分

が
葉
だ
な
ん
て
び
っ
く
り
。ま
る

で
白
い
チ
ョ
ウ
の
よ
う
で
、記
念

樹
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。 （
60
代
）

●
小
学
生
の
頃
、校
庭
の
き
れ
い

な
芝
生
か
ら
自
然
や
緑
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。今
の
小
学

生
に
も
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。（
10
代
）

●
寄
る
人
の
力
を
湧
か
せ
る
待
合

所「
か
め
の
泉
」は
、誰
も
が
集

え
て
、自
分
の
経
験
や
特
技
を

発
揮
で
き
る
素
晴
ら
し
い
場

所
。こ
の
よ
う
な
活
動
が
増
え

て
ほ
し
い
で
す
。（
80
代
）

●
セ
ー
リ
ン
グ
の
瀬
川
和
正
選
手
、

す
ご
い
で
す
ね
。鳥
取
県
か
ら
世

界
へ
羽
ば
た
く
選
手
が
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 （
30
代
）

●
今
年
も
暑
く
な
り
そ
う
な
の

で
、熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
よ
く
読
ん
で
、気
を
付
け
ま

す
。（
30
代
）

●
星
取
県
情
報
を
見
て
、三
朝
温

泉
の
ス
タ
ー
ウ
ォッ
チ
ン
グ
に
友

達
と
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

晴
れ
る
と
い
い
な
。（
60
代
） 

●
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
を
作
っ
て
み
ま

し
た
。地
元
で
採
れ
た
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
甘
み
と
ク
リ
ー
ム
が
良

く
合
い
、と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。（
20
代
）

鳥取二十世紀梨ゼリー

　下のクイズの正解者の中から抽選で5名様にプレゼント。クイズの答え、郵便番号、
住所、氏名、電話番号、年齢と「県政だより」を読んだ感想・意見をお書きの上、右下の
いずれかの方法でご応募ください。

●はがき
　〒680‐8570 鳥取県広報課「県産品プレゼント」
●電子メール　dayorip@pref.tottori.lg.jp
●県ホームページ応募フォーム
　https://www.pref.tottori.lg.jp/dayorip/

※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※はがきなどに書かれた個人情報、感想・意見は、プレゼントの発送と
「県政だより」記事作成の参考として使用し、これらの目的以外には使
用しません。

応募
方法

締め切り：7月19日（金）必着

　県は、病院や自宅で療養している子どもが学校
の授業や行事に参加できるよう○○○○を導入し
ました。○に入る文字は次のうちどれでしょう。

❶タナバタ  ❷オリヒメ  ❸ヒコボシ
※ヒント ： 特集をご覧ください。

Qクイズクイズ

◎5月号のクイズの答えは「❶愛護」でした。

■問 ありのみ倶楽部 前田梨園（鳥取市河原町水根）
　 ☎ F0858-85-1531

　二十世紀梨１玉が丸ごと入った梨のゼリー。控えめな甘
さのゼリーと酸味の効いた果肉で、さっぱりとした味わい
に。凍らせてもおいしくいただけます。

県産品プレゼント

5月号には、874人からご意見をいただきました。ありがとう
ございます。これからもご意見、ご感想をお待ちしています。

手話を覚えてみよう

　同協会では、手話監修の他、手話講師派遣、県民向
けミニ講座の開催、手話通訳者・要約筆記者の派遣・養
成、字幕付き映像物の貸し出しなども行っています。

県広報のお知らせ

「とっとり県政だより」の配布・設置場所

県人口／556,960人〔 男 266,258人、女 290,702人〕　世帯数／219,846世帯　(2019年5月1日現在推計)

公益社団法人
鳥取県聴覚障害者協会

（米子市旗ヶ崎）

☎0859-30-3720
   0859-30-3131
http://torideaf.jp/

ＤＡＴＡ

■F

Prefectural public relations

　県政だよりは、自治会の皆さまの協力のもと各世帯
にお届けしているほか、県庁広報課、総合事務所および
県内のローソン、ファミリーマート、ポプラ、イオン、金融
機関などにも置いています。
　また、点字版や録音版も作成しているので、希望者は
県庁広報課にお問い合わせください。

県公式ツイッター
　トリピーが鳥取県の観光
情報、注目情報などを発信。

県政テレビ番組

　旬の県政情報をコンパクトにお届けします。
山陰放送（BSS）　毎週土曜日 午後9時54分～10時
http://www.bss.jp/marutto/

公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会監修

県公式ホームページ

https://www.pref.tottori.lg.jp/

　「とりネット」は、英語、簡体中文、繁体中文、韓国語、
ロシア語、ベトナム語への自動翻訳機能があります。
県政だよりのバックナンバーも掲載しています。

「①平成」 「②令和」 「③変わる」の
組み合わせで表現します。

「平成から令和へ」

※「とっとり県政だより」１部当たりの経費（制作・印刷・発送）は20.8円です。

F
県庁広報課
☎0857-26-7840　　0857-26-8122
    kouhou@pref.tottori.lg.jp

問

英語版

③手のひらを上に向けた両手を
左右から引き寄せて交差さ
せる

①甲を上、指先を前に向けた
右手を水平に右へ動かす

②指先を上に向けて５本の指をすぼ
めた片手を、胸の脇に出し、前に動
かしながら指先を緩やかに開く

く ら ぶ

せ  

が
わ
か
ず
ま
さ
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読者の声（5月号の意見・感想から）
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医療的ケアが必要な子どもらが利用できる「博愛こども発達・在宅支援

クリニック」のデイサービス。利用中は、子どもとスタッフとで過ごす
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と
っ
と
り自慢

味
とっておき！

［作り方］
❶スイカの皮を除き、一口サイズに切り分け、果肉と種をミキサーにかける。
❷❶を布でこし、鍋に入れて火にかける。沸騰したらあくを取り除いて弱火に

し、時々混ぜながら２、３時間煮詰める。
❸❷を混ぜたときに鍋底が見えるようになり、とろりとしてきたら出来上がり。煮

沸消毒した瓶に注ぎ入れ、密閉して冷蔵保存する。
※冷めると少し硬くなるので、好みの濃さの一歩手前で火を止めるのがポイント。

［材料］
スイカ ………………小さめのもの１個

スイカの甘み　ぎゅっと濃縮

スイカ糖
ジャムのように
ヨーグルトやトーストに添えて。

４月号から農作物をおいしく食べてもらえるレシピを掲載中。

Recipe 【協力】 カノウユミコ鳥取クッキングサロン
　　　  http://yumiko-kano.com/
　　

大さじ１（約２０g）　４９kcal　塩分0.0ｇ素材について
　豊かな土壌で育ち、大玉で甘
みたっぷりの県産スイカ。北栄
町、倉吉市、琴浦
町など県内で
広く栽培され、
全国トップク
ラスの出荷量
を誇ります。

オープンキャンパス
令和2年（2020年） 4月入学者対象

/307

/317

※詳細はホームページへ

〒680-8066 鳥取市国府町新通り3丁目301-2
TEL 0857-30-5541

●授業体験　●校舎見学　●在校生トークセッション

http://seishokaichi.jp

火

水

 青翔開智

小学校6年生
中学校1～3年生

要予約

公式HP

対
象

対
象


